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新
生
上
田
市
初
の
名
誉
市
民
に

半
田
孝
淳
さ
ん
が
決
定

　

上
田
市
で
は
こ
の
た
び
、
新
市
発
足
３
周
年
を
記
念
し
、「
上

田
市
名
誉
市
民
」を
選
定
し
ま
し
た
。
上
田
市
名
誉
市
民
は
、

市
の
学
術
や
文
化
、
経
済
な
ど
の
分
野
に
功
績
が
あ
り
、
郷
土

の
誇
り
と
し
て
多
く
の
市
民
か
ら
尊
敬
さ
れ
る
方
に
そ
の
称
号

を
贈
り
表
彰
す
る
も
の
で
、
新
生
上
田
市
初
の
名
誉
市
民
に
、

別
所
温
泉
出
身
の
半は
ん

田だ

孝こ
う

淳じ
ゅ
ん

さ
ん（
92
歳
）が
選
ば
れ
ま
し
た
。

●
決
定
に
至
る
経
過

　

新
生
上
田
市
が
発
足
し
て
３
年
が
経
過

し
、
新
市
の
一
体
感
も
一
段
と
高
ま
り
を
増

し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
市
で
は
、
上
田
新
時
代
を

切
り
拓ひ
ら

き
、
力
強
く
踏
み
出
す
き
っ
か
け
に

す
る
と
同
時
に
市
民
の
希
望
と
な
る
よ
う
、

名
誉
市
民
の
選
出
を
検
討
す
る
中
で
、
市
の

発
展
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
市
民
に
尊
敬
さ

れ
、
市
民
が
誇
り
に
思
え
る
よ
う
な
名
誉
市

民
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
の
推
薦
に
つ
い
て
、

市
民
代
表
か
ら
な
る「
上
田
市
名
誉
市
民
推

薦
委
員
会
」に
諮
問
し
ま
し
た
。

　

推
薦
委
員
会
で
慎
重
な
審
議
を
重
ね
た
結

果
、
世
界
平
和
の
実
現
に
向
け
た
活
動
を
積

極
的
に
推
進
し
、
ま
た
、
地
域
で
も
保
護
司

や
自
治
会
長
を
は
じ
め
幅
広
い
分
野
で
尽
力

さ
れ
た
半
田
さ
ん
を
名
誉
市
民
と
す
る
こ
と

が
適
当
で
あ
る
と
答
申
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
と
し
て
も
、
半
田
さ
ん
の
多
大
な
功
績

を
鑑か
ん
が

み
、
新
生
上
田
市
初
の
名
誉
市
民
に
ふ

さ
わ
し
い
人
物
で
あ
る
と
判
断
。
名
誉
市
民

称
号
の
贈
呈
に
つ
い
て
先
の
９
月
定
例
議
会

に
上
程
し
、全
会
一
致
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

●
半
田
さ
ん
の
功
績

　

半
田
孝
淳
さ
ん
は
、
大
正
６
年
に
上
田
市

で
生
ま
れ
、
北
向
観
音
の
本
坊
・
常
楽
寺
の

前
住
職
。
現
在
は
天
台
宗
の
総
本
山
、
比
叡

山
延
暦
寺
の
住
職
・
天て
ん

台だ
い

座ざ

主す

を
務
め
て
い

ま
す
。
か
ね
て
か
ら
世
界
の
恒
久
平
和
実
現

に
向
け
た
活
動
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と
と

も
に
、
唯
一
の
被
爆
国
の
国
民
と
し
て
核
兵

器
の
廃
絶
を
訴
え
、
多
く
の
人
々
に
感
化
を

与
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ロ
ー
マ
教
皇
を
は
じ
め
と
す
る
世

界
の
宗
教
指
導
者
や
国
際
連
合
関
係
者
と
と

も
に
、
国
家
や
宗
教
の
枠
を
越
え
た
地
球
規

模
で
の「
平
和
の
祈
り
」や
、
国
内
外
の
主
要

な
寺
院
に「
平
和
の
鐘
」を
打
ち
鳴
ら
す
こ
と

を
要
請
す
る
な
ど
、
世
界
平
和
の
た
め
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
崇
高
な

精
神
は
、
広
く
国
際
的
に
も
認
め
ら
れ
て
お

り
、
上
田
市
が
国
内
の
み
な
ら
ず
世
界
に
誇

れ
る
人
物
で
す
。

　

一
方
、
地
域
に
お
い
て
も
保
護
司
、
調
停

委
員
、
自
治
会
長
や
保
育
園
長
な
ど
、
幅
広

い
分
野
で
長
年
に
わ
た
り
尽
力
い
た
だ
き
、

地
域
や
市
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

●
記
念
式
典
で
称
号
を
贈
呈

　

市
で
は
、
上
田
新
時
代
に
向
け
、
力
強
く

歩
ん
で
い
く
う
え
で
の
一
つ
の
節
目
と
し

て
、「
新
生
上
田
市
発
足
３
周
年
記
念
式
典
」

を
11
月
23
日
に
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
式
典
で
、
半
田
さ
ん
に
名
誉
市
民
の

称
号
を
贈
呈
し
て
顕
彰
す
る
と
と
も
に
、
半

田
さ
ん
の
記
念
講
演
を
行
う
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
市
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

た
功
労
者
の
皆
さ
ん
の
表
彰
も
行
い
ま
す
。

期　日  11月23日（月・祝）
場　所  上田市民会館
式典内容  名誉市民の称号贈呈式、功労者表彰式、
 天台座主・半田孝淳氏記念講演　ほか。
　 秘書課　TEL22・3435

上田市名誉市民とは
　上田市民または上田市に縁の深い者で、学
術や文化、産業、経済などの分野で市の発展
に貢献し、その事績が極めて顕著で、かつ、
尊敬に値する人物に対して贈られる称号。市
長が推薦し、議会の議決を経て決定されます。

新生上田市発足３周年
記念式典を開催

新生上田市名誉市民
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観光会館
駐 車 場
イベント

日　時  11月７日㈯～22日㈰午前10時～午後３時
内　容  
・秋の味覚バザール
　りんごを中心にした農産物や特産品の販売
・紅葉ふるまい鍋
　きのこたっぷりの紅葉ふるまい鍋の無料配布
・りんごの数当てクイズ
　正解者10名に素敵なプレゼントの郵送

信州上田城
けやき並木
紅葉まつり

上 田 城
櫓
やぐら

門 前
イベント

　上田城を彩る紅葉、けやき並木遊歩道の紅葉ライトアップ
など、紅葉狩りを楽しんでいただくとともに、観光会館駐車
場では、「秋の味覚バザール」としてりんごを中心とした実り
豊かな農産物や地域の名産品を販売します。
　上田市民の誇り、上田城は、徳川の大軍を二度にわたり打
ち破った戦国の名城。桜の名所でもありますが、紅葉も見事
です。今秋は、上田の歴史に思いをはせ、しっとりと上田城
の紅葉狩りをお楽しみください。

信州上田子ども十勇士隊＆
上田城甲

かっ

冑
ちゅう

隊による甲冑試着体験
日　時  11月７日㈯・８日㈰、14日㈯・15日㈰、
 21日㈯・22日㈰の午前10時～午後３時
内　容  真田幸村モデルの赤備えの甲冑を着て、
 戦国時代にタイムスリップ！

元祖！シャッターマン登場!!
日　時  11月７日㈯～22日㈰
 午前10時～午後３時

けやき並木遊歩道
紅葉ライトアップ
時　間  日没～午後10時
場　所  上田城跡公園けやき並木遊歩道

　 観光課　TEL23・5408
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交流・文化施設等
整備検討シリーズ

Vol.5

　

新
生
上
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
核
と
し
て
、
交
流
・
文
化
施
設
等
の
整
備
内
容
の
検
討
を
お

願
い
し
て
い
た「
交
流
・
文
化
施
設
等
整
備
検
討
委
員
会
」か
ら
、
こ
の
ほ
ど「
Ｊ
Ｔ
開
発
地
に

お
け
る
交
流
・
文
化
施
設
の
あ
り
か
た
検
討
結
果
報
告
書
」が
市
長
へ
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
代
表
や
有
識
者
ら
計
25
名
か
ら
な
る
こ
の
委
員
会
で
は
、
昨
年
８
月
の
発
足
以
来
、

１
年
あ
ま
り
に
渡
っ
て
専
門
委
員
会
を
含
め
27
回
の
会
議
が
開
催
さ
れ
、
こ
の
ほ
か
市
民

３
０
０
０
人
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
市
内
文
化
施
設
の
利
用
者
団
体
懇
談
会
、
ま

た
中
間
報
告
の
内
容
を
も
と
に
し
た
市
民
公
聴
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
い
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
意
向
を
お
聞
き
す
る
な
か
で
、
報
告
書
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
こ
の
検

討
結
果
報
告
書
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
今
後
こ
の
内
容
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る「
財

政
面
へ
の
配
慮
」や「
開
館
後
の
事
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
検
討
」も
行
い
な
が
ら
、
整
備
計
画
を
策

定
し
て
い
き
ま
す
。

Ⅰ　

理
念
と
目
標

１　

基
本
理
念
と
目
標

　
「
人
に
や
さ
し
い　

夢
と
未
来
を
紡
ぐ　

創
造
都
市
う
え
だ
」

の
実
現
を
施
設
の
基
本
理
念
と
位
置
づ
け
、新
た
な「
育
成
」「
鑑

賞
」「
創
作
」「
交
流
」な
ど
の
活
動
が
行
わ
れ
、人
が
、ま
ち
が
、

豊
か
に
育は
ぐ
く

ま
れ
る
新
上
田
市
を
目
指
す
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま

す
。

　
「
人
に
や
さ
し
い
」と
は
、
多
様
な
価
値
観
を
認
め
合
い
、
分

か
ち
合
う
こ
と
で
心
の
豊
か
さ
・
や
さ
し
さ
を
育
て
る
、
ま
さ

に
教
育
面
や
福
祉
面
に
も
広
が
る
理
念
と
し
て
表
現
し
て
い
ま

す
。

　
「
創
造
都
市
」と
は
、
そ
こ
で
活
発
な
創
造
活
動
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
よ
り
様
々
な
芸
術
・
文
化
の
醸
成
や
豊
か
な
生
活
文
化

が
育
ま
れ
、
新
た
な
産
業
の
振
興
、
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み

な
ど
も
含
め
、
持
続
的
発
展
を
遂
げ
て
い
く
都
市
像
を
表
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
基
本
理
念
の
根
底
に
あ
る
べ
き
も
の
は「
育
成
」で
あ

り
、「
文
化
」や「
芸
術
」が
育
つ
こ
と
は
す
な
わ
ち「
人
」や「
ま

ち
」が
育
つ
こ
と
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み

が
、
醸
成
さ
れ
た
地
域
文
化
を
形
成
す
る
と
と
も
に
、
ま
ち
の

に
ぎ
わ
い
や
活
力
を
生
み
出
す
拠
点
と
し
て
、
人
々
が
集
い
・

憩
い
・
交
流
す
る
場
と
な
り
、
魅
力
溢あ
ふ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の

架
け
橋
と
な
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

２　

文
化
創
造
と
都
市
創
造

　

交
流
・
文
化
施
設
が
果
た
す
役
割
と
し
て
、
文
化
創
造
と
都

市
創
造
の
側
面
か
ら
、
次
の
４
項
目
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

育
成　

〜「
文
化
」が「
人
」が

　
　
　
　
　

そ
し
て「
ま
ち
」が
育
つ
た
め
の
拠
点
と
し
て
〜

鑑
賞　

〜
高
度
か
つ
多
様
な
芸
術
に
触
れ
る
機
会
の
提
供
〜

Ｊ
Ｔ
開
発
地
に
お
け
る
交
流
・
文
化
施
設
の

あ
り
か
た
検
討
結
果
報
告
書（
概
要
）

日
ひ

端
ばた

康雄委員長から市長へ、検討結果報告書の提出

交
流
・
文
化
施
設
等
整
備
検
討
委
員
会
か
ら

検
討
結
果
報
告
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た

�



　
　
創
作　

〜
市
民
に
よ
る
創
作
・
発
表
と

新
た
な
地
域
文
化
の
発
信
〜　

交
流　

〜
新
た
な
交
流
・
活
力
・
憩
い
・
い
や
し
の
創
出
〜

Ⅱ　

交
流
・
文
化
施
設
の
整
備
方
針

１　

施
設
整
備
の
方
向
性

　

施
設
整
備
の
方
向
性
と
し
て
、次
の
５
項
目
を
提
案
し
ま
す
。

①「
歴
史
や
伝
統
に
学
ぶ
文
化
の
薫
る
ま
ち
」実
現
に
向
け
て
の

中
核
と
な
る
施
設

②
市
民
だ
れ
も
が
等
し
く
気
軽
に
利
用
で
き
、
親
し
み
、
憩
え

る
施
設

③
新
た
な
交
流
や
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
、
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
施
設

④
環
境
、
景
観
、
安
全
な
ど
に
配
慮
し
た
、
人
に
も
地
球
に
も

優
し
い
施
設

⑤
新
上
田
市
、
東
信
濃
地
域
に
広
が
る
文
化
圏
の
シ
ン
ボ
ル
と

な
る
施
設

　

こ
の
施
設
は「
多
目
的
ホ
ー
ル（
大
・
小
）」、「
美
術
館
」、「
交

流
施
設
」、「
市
民
緑
地
・
広
場
」で
構
成
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ

ら
を
一
体
的
、総
合
的
に
と
ら
え
る
こ
と
で
相
乗
効
果
を
生
み
、

全
国
に
も
発
信
で
き
る
施
設
と
な
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

２　

多
目
的
ホ
ー
ル

●
大
ホ
ー
ル

　

中
間
報
告
で
１
５
０
０
席
か
ら
１
７
０
０
席
程
度
と
し
て
い

た
客
席
数
に
つ
い
て
は
、
次
の
視
点
に
基
づ
き
再
検
討
し
た
結

果
、
１
７
０
０
席
程
度
が
適
当
と
判
断
し
ま
し
た
。

・
市
民
鑑
賞
機
会
の
拡
充
と
質
の
高
い
文
化
の
享
受
に
向
け
て

様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
芸
術
鑑
賞
が
で
き
民
間
の
興
行
と
し
て

も
成
立
す
る
規
模
。

・
子
ど
も
を
育
て
る
文
化
的
環
境
と
し
て
必
要
な
規
模

　

市
内
の
子
ど
も
た
ち
が
学
年
ご
と
一
堂
に
会
す
る
こ
と
が
で

き
る
規
模
、
ま
た
こ
の
地
域
は
吹
奏
楽
が
盛
ん
で
あ
り
、
東

信
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
お
互
い
の
演
奏
を
聴
き
合
い
、
保

護
者
や
一
般
の
方
も
鑑
賞
で
き
る
規
模
が
望
ま
れ
て
い
ま

す
。

・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
利
用
の
促
進

　

地
域
の
活
性
化
や
他
地
域
と
の
交
流
に
も
つ
な
が
る
新
た
な

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
利
用
を
見
据
え
た
規
模
。

・
上
田
の
文
化
施
設
の
拠
点
性

　

現
在
、
東
信
地
域
に
は
１
５
０
０
席
を
超
え
る
ホ
ー
ル
は
な

く
、
県
下
の
中
核
都
市
と
し
て
、
東
信
濃
地
域
全
体
の
文
化

芸
術
活
動
の
中
心
拠
点
と
し
て
の
規
模
。

・
客
席
可
変
装
置
の
設
置

　

あ
る
程
度
の
規
模
で
仕
切
っ
て
利
用
で
き
る
客
席
可
変
装
置

を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
中
規
模
ホ
ー
ル
へ
の
要
望
に
配

慮
し
な
が
ら
、
ま
た
多
様
な
規
模
・
内
容
の
公
演
に
対
応
、

稼
動
率
も
上
が
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

な
お
、
利
用
形
態
は
公
共
ホ
ー
ル
と
し
て
様
々
な
利
用
要
望

に
応こ
た

え
る
た
め
の
多
目
的
ホ
ー
ル
と
し
、
音
響
性
能
は
じ
め
必

要
と
さ
れ
る
性
能
・
機
能
を
満
た
し
つ
つ
、
客
席
は
ゆ
と
り
を

持
た
せ
、
出
演
者
と
観
客
が
一
体
感
、
親
近
感
、
臨
場
感
を
持

て
る
よ
う
配
慮
す
べ
き
で
す
。

　

ま
た
、
人
々
が
い
や
し
や
安
ら
ぎ
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
、

景
観
・
眺
望
に
配
慮
し
た
設
計
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考

え
ま
す
。

●
小
ホ
ー
ル

　

中
間
報
告
で
は
様
々
な
利
用
が
可
能
な
平
土
間
と
し
ま
し
た

が
、
そ
の
後
の
市
民
公
聴
会
等
で
、
音
楽
や
演
劇
な
ど
で
の
利

用
を
中
心
と
し
た
固
定
席
の
設
置
を
望
む
意
見
を
多
く
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
質
の
高
い
芸
術
鑑
賞
が
行
え
る
と
と
も
に
、
市
民

の
日
常
的
な
文
化
芸
術
活
動
の
場
と
し
て
も
利
用
で
き
る
、
固

定
席
の
本
格
的
な
小
ホ
ー
ル
の
整
備
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま

す
。

　

客
席
数
は
中
規
模
の
も
の
が
多
い
既
存
ホ
ー
ル
と
機
能
分
担

を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
３
０
０

席
程
度
が
適
切
な
規
模
と
考
え
ま
す
。

３　

美
術
館

　

美
術
館
と
し
て
、「
展
示
室
」、「
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」、「
ア

ト
リ
エ
」、「
収
蔵
庫
」を
整
備
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　
「
展
示
室
」は
、
郷
土
出
身
作
家
な
ど
を
顕
彰
す
る
常
設
展
示

と
、
様
々
な
内
容
を
持
っ
た
企
画
展
示
を
想
定
し
、
大
規
模
展

覧
会
を
行
う
際
に
は
、「
美
術
館
」部
分
だ
け
で
な
く
、「
交
流

施
設
」も
利
用
し
対
応
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　
「
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」、「
ア
ト
リ
エ
」は
、
市
民
だ
れ
も
が
気

軽
に
文
化
芸
術
と
触
れ
合
い
、
日
ご
ろ
の
活
動
の
成
果
を
発
表

で
き
る
場
と
し
、
地
域
の
文
化
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
場
と
し

ま
す
。

　

ま
た
、
貴
重
な
芸
術
作
品
を
良
質
な
状
態
で
後
世
へ
と
引
き

継
ぎ
、
市
民
財
産
を
保
全
し
て
い
く
た
め「
収
蔵
庫
」を
整
備
し

保
管
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

検討結果報告書の全文、検討委員会
の会議資料、議事録などは、上田市
ホームページでご覧いただけます。
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４　

交
流
施
設

　

交
流
施
設
と
し
て
、「
リ
ハ
ー
サ
ル
室
」、「
練
習
室
」、「
多

目
的
ル
ー
ム
」、「
会
議
室
」、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム
」、「
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
」な
ど
を
整
備
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　
「
リ
ハ
ー
サ
ル
室
」、「
練
習
室
」は
、
ホ
ー
ル
の
付
帯
施
設
で

あ
り
な
が
ら
、
市
民
の
文
化
芸
術
活
動
を
支
え
る
拠
点
と
も
な

り
ま
す
。

　
「
多
目
的
ル
ー
ム
」は
多
機
能
な
市
民
参
加
型
施
設
と
し
て
、

各
種
展
示
や
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
、
パ
ー
テ
ィ
ー
、
華
道
、
ダ
ン

ス
な
ど
多
用
途
で
の
利
用
も
見
込
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
会
議
室
」は
、
様
々
な
市
民
活
動
の
拠
点
と
し
て
想
定
し
、

ま
た
一
部
は
和
室
と
し
て
、
茶
道
な
ど
の
伝
統
文
化
に
親
し
む

空
間
も
確
保
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム
」は
、
市
民
と
と
も
に
歩
み
・
育
て

る
拠
点
と
し
て
必
要
で
あ
り
、
ま
た
子
育
て
中
の
保
護
者
が
安

心
し
て
鑑
賞
で
き
る
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
施
設（
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
）

を
管
理
部
門
に
設
置
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　
「
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
」は
、
明
る
く
開
放
的
で
、
訪
れ

た
人
々
を
ひ
き
つ
け
る
よ
う
な
空
間
と
し
、「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

シ
ョ
ッ
プ
」や「
レ
ス
ト
ラ
ン
・
カ
フ
ェ
」も
一
体
的
に
整
備
し

て
い
く
べ
き
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
各
種
ア
ー
ト
を
は
じ
め
地
域
の
観
光
、
蚕さ
ん

都と

な

ど
の
産
業
遺
産
、
映
画
の
ま
ち
な
ど
、
市
の
紹
介
が
で
き
る
機

能
も
備
え
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

５　

市
民
緑
地
・
広
場

　

交
流
・
文
化
施
設
の
周
り
に
は
、
人
々
の〝
い
や
し
〞に
つ
な

が
る「
芝
生
広
場
」と
、
人
々
の〝
に
ぎ
わ
い
〞に
つ
な
が
る「
交

流
広
場
」を
整
備
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、「
親
水
的
な
空

間
」、「
子
ど
も
が
遊
べ
る
空
間
」、
美
術
作
品
の
展
示
も
含
め

た「
芸
術
空
間
」な
ど
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
市
民
か
ら
も
多
く

の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
上
田
城
や
千
曲
川
と
の
連
続
性
を
意
図
し
、
千
曲
川

堤
防
沿
い
に
は
桜
並
木
の
整
備
が
適
当
と
考
え
ま
す
。

６　

施
設
全
体
の
イ
メ
ー
ジ

　

施
設
全
体
の
構
成
と
規
模
は
、表
１
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

　

施
設
内
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
利
便
性
に
配
慮
し
、
共
用
空

間
の
集
約
化
に
よ
り
面
積
の
圧
縮
に
努
め
、
建
設
・
維
持
管
理

費
の
節
減
を
図
る
一
方
で
、
各
施
設
の
運
営
・
管
理
上
の
独
立

性
を
確
保
し
た
配
置
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。

　

敷
地
全
体
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
周
辺
土
地
と
の
調
和
を
図

り
、
特
に
駐
車
場
の
配
置
に
は
留
意
し
、
景
観
・
環
境
面
を
配

慮
し
た
検
討
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

Ⅲ　

運
営
・
管
理
の
方
向
性

１　

エ
リ
ア
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

施
設
の
各
機
能
を
連
携
さ
せ
効
率
化
を
図
る
こ
と
、
ま
た
、

に
ぎ
わ
い
を
こ
の
地
域
内
だ
け
に
留と
ど

ま
ら
せ
ず
、
上
田
市
全
体

に
活
力
を
も
た
ら
す
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の
た
め
に
は
、
行

政
や
市
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
が
共
同
し
て
に
ぎ
わ
い
を
演
出

し
、
活
力
を
持
続
さ
せ
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

２　

施
設
の
運
営
・
管
理

●
運
営
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力

　

運
営
に
お
い
て
は
整
備
段
階
か
ら
市
民
と
と
も
に
施
設
を
創つ
く

り
、
育
て
て
い
く
仕
組
み
が
必
要
で
あ
り
、
高
度
な
専
門
性
を

備
え
た
人
材
を
確
保
す
る
な
ど
、
早
期
か
ら
運
営
体
制
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
手
法
の
検
討

　

所
期
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
施
設
を
核
に
し

た
市
民
中
心
の〝
人
の
輪
〞が
大
切
で
あ
り
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
サ
ポ
ー

ト
機
構
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
支
援
制
度
」や「
指
定
管
理

者
制
度
」の
導
入
も
含
め
、
最
適
な
手
法
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

●
運
営
・
管
理
の
財
源
確
保
・
資
金
調
達
に
あ
た
っ
て

　

財
政
運
営
的
な
面
か
ら
は
、
①
長
期
的
な
事
業
・
運
営
経
費

の
確
保
、
②
企
業
か
ら
の
資
金
支
援
の
活
用
、
③
適
切
な
利
用

料
金
な
ど
の
設
定
、
④
効
果
的
な
自
主
事
業
の
実
施
と
市
民
活

動
へ
の
支
援
、
⑤
特
徴
あ
る
施
設
づ
く
り
と
運
営
手
法
に
留
意

す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

●
運
営
・
管
理
経
費
に
つ
い
て

　

市
外
他
施
設
の
事
例
か
ら
、
維
持
管
理
費
の
み
で
年
間
１
万

５
０
０
０
円
／
㎡
程
度
、
人
件
費
を
含
め
る
と
２
万
２
０
０
０

円
／
㎡
程
度
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、施
設
の
大
規
模
改
修
、

表１）　施設の構成と規模　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　    ※印は延床面積
建物 敷地面積　約15,000㎡　　　延床面積　約17,000㎡

多目的
ホール

大ホール（1,700席）、小ホール（300席）、スタッフルーム、
楽屋、ピアノ庫、倉庫、ホワイエ、クローク、ロビーなど

※約9,100㎡

美術館
展示室（常設・企画）、市民ギャラリー、アトリエ、収蔵庫、
管理研究関係室

※約2,500㎡

交流
施設

リハーサル室、練習室、多目的ルーム、会議室、ボランティ
アルーム、エントランスホール

※約2,400㎡

管理
部門

託児サポート施設、事務室、総合案内、救護室、廊下、階段、
機械室など

※約3,000㎡

市民緑地・
広場

芝生広場、交流広場、桜並木、親水空間、遊具など 約18,000㎡

駐車場 普通車約400台、大型車（必要台数分） 約12,000㎡

全体用地 全体敷地面積　　約45,000㎡
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設
備
関
係
の
更
新
費
用
も
生
じ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
負
担
も
考

慮
し
た
準
備
が
必
要
で
す
。

Ⅳ　

建
設
に
あ
た
っ
て

１　

他
施
設
と
の
役
割
分
担

　

交
流
・
文
化
施
設
を
東
信
濃
地
域
の
拠
点
施
設
と
し
た
場
合
、

市
内
の
他
ホ
ー
ル
と
は
、
次
の
よ
う
な
役
割
分
担
が
可
能
と
思

わ
れ
ま
す
。

・
上
田
文
化
会
館
…
千
曲
川
右
岸
地
域
の
創
作
・
発
表
の
拠
点

・
丸
子
文
化
会
館
…
千
曲
川
左
岸
地
域
の
創
作
・
発
表
の
拠
点

・
上
田
創
造
館
…
上
田
広
域
の
学
習
・
発
表
の
拠
点

・
信
州
国
際
音
楽
村
…
音
楽
系
を
中
心
と
し
た
施
設

・
公
民
館
な
ど
…
市
民
の
日
常
文
化
芸
術
活
動
に
適
し
た
施
設

２　

建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

市
で
の
基
本
計
画
策
定
後
、
基
本
設
計
及
び
実
施
設
計
と
し

て
１
年
か
ら
１
年
６
か
月
、
建
設
工
事
と
し
て
２
年
か
ら
２
年

６
か
月
、
し
ゅ
ん
工
か
ら
開
館
ま
で
の
準
備
期
間
と
し
て
３
か

月
か
ら
６
か
月
程
度
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

３　

整
備
事
業
費
と
財
源

　

整
備
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
今
日
の
経
済
情
勢
や
市
の
財
政

事
情
を
踏
ま
え
、
市
民
の
理
解
に
基
づ
く
適
切
な
事
業
費
と
す

る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
、
整
備
計
画
を
策
定
す
る
際
に
は
、
本
報
告
書
の
内
容

を
尊
重
さ
れ
、
必
要
な
規
模
・
機
能
等
の
確
保
に
は
留
意
さ
れ

る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
情
報
提
供

に
努
め
、
財
政
状
況
に
配
慮
し
、
市
民
合
意
に
基
づ
く
整
備
を

進
め
ら
れ
た
い
。

文
化
・
人
・
ま
ち
が
育
つ
拠
点
へ

　

交
流
・
文
化
施
設
等
整
備
検
討
委
員
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
検

討
結
果
報
告
書
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
な
お
、
報
告

書
の
最
後
に
は
、
検
討
委
員
会
か
ら
市
に
検
討
結
果
を
報
告
す

る
に
あ
た
り
、「
お
わ
り
に
」と
し
て
、
行
政
や
市
民
の
皆
さ
ん

に
対
し
、
次
の
よ
う
な
要
望
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
検
討
委
員
会
は
、
常
に
整
備
事
業
費
の
圧
縮
も
念
頭

に
置
き
な
が
ら
、
文
化
芸
術
の
振
興
や
地
域
の
活
性
化
・
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
が
る
よ
う
、
施
設
の
規
模
・
機
能
等
の
検
討
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

施
設
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
は
、市
民
の
声
、ま
た
個
々
の
委

員
に
お
い
て
も
様
々
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、
委
員
会
で
議

論
を
重
ね
た
結
果
、
上
田
市
の
未
来
、
子
ど
も
た
ち
の
将
来
の

た
め
、
文
化
が
、
人
が
、
そ
し
て
ま
ち
が
育
つ
た
め
の
拠
点
と

し
て
の
規
模
・
内
容
の
施
設
が
必
要
と
の
判
断
に
至
り
ま
し
た
。

　

検
討
委
員
会
と
し
て
は
、
行
政
側
に
お
い
て
、
将
来
に
わ
た

り
こ
の
施
設
を
十
分
活
用
す
る
と
と
も
に
、
専
門
性
の
高
い
人

材
確
保
と
相
応
の
財
政
措
置
を
行
い
、文
化
振
興
の
み
な
ら
ず
、

市
街
地
活
性
化
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
教
育
面
で
の
展
開
な

ど
、
中
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
・
活
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
早
急
に
市

民
に
示
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

　

そ
し
て
、
市
民
の
側
に
お
い
て
は
、
様
々
な
文
化
が
育
ち
、

市
民
が
誇
り
に
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
、
人
づ
く
り
に
つ
な
が
る

よ
う
、
こ
の
施
設
を
大
い
に
活
用
し
、
支
え
て
い
た
だ
け
る
よ

う
願
い
ま
す
。

（
平
成
21
年
８
月　

交
流
・
文
化
施
設
等
整
備
検
討
委
員
会
）

　

市
と
し
て
は
、
検
討
委
員
会
の
報
告
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
検

討
を
加
え
な
が
ら
、
ま
た
今
後
も
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
、
機
会

を
と
ら
え
て
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
お
聞
き
し
、
市
民
と

と
も
に
歩
み
育
て
る
施
設
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　交流・文化施設等の整備を計画しているJT開発地では、
昨年２月から日本たばこ産業㈱が主体となって進めてい
た土地区画整理事業の基盤整備工事が完了し、９月25
日、「しゅん工・街開き式」が行われました。
　市としても、中心市街地の活性化の拠点として、民間
との協働による新たなまちづくり、新上田市のモデルと
なりえるエコタウンとしての事業推進を要請しました。

JT開発地の「しゅん工・街開き式」
が行われました

関係者によるテープカット

JT開発地内計画図

　 交流・文化施設建設準備室　TEL23・5219　FAX25・4100
　　Ｅメール：koryubunka@city.ueda.nagano.jp
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　今年４月、全国一斉の学力・学習状況の調査が行われ、上田市の25校の小学６年生と、11校の中学３年生が参加し
ました。
　今年で３年目となる調査の内容は、国語、算数・数学の「教科に関する調査（知識・活用）」と質問紙による「生活習
慣や学習環境に関する調査」でした。このたび、その結果がまとまりましたのでお知らせします。
　なお、この調査結果は、児童生徒の身に付ける学力の一部であることをご承知ください。

知識の分野での平均正答率は、７割を超え
て全国・県より高く、この分野での学習内容はほぼ身に付
いています。12～15問の中位正答者数が高いので、平均
正答率が上がっています。活用の分野でも平均正答率は、
全国・県より高く、この分野でも学習内容は、ほぼ身に付
いていると考えられます。正答数分布は、ほぼ全国と同じ
傾向を示しています。
　解答を見ると、「話すこと・聞くこと」「読むこと」「言
語事項」は、平均正答率が高く、話し手の立場や意図をと
らえて聞くことや筆者の表現の工夫に着目して読むこと

はできてきていると考えられます。「目的に応じて事象や意見などを関係づけながら書くこと」は、さらに重点的に学
習を進めることが大切です。

知識の分野での平均正答率は、全国・県よ
り高く、学習内容がほぼ身に付いていると考えられます。
過去２年間、上位正答数（16～18問）が低い傾向が続きま
したが、今年は正答数及び正答率も高く、その傾向が解消
されつつありました。活用の分野での平均正答率は、全国・
県よりやや低い傾向にありますが、全体としては、昨年に
比べると改善されてきていると思われます。
　解答をみると、「数量関係」は理解できている児童が多く
「数と計算」「量と測定」「図形」には、やや課題があります。
数学的体験を多く取り入れたり、公式を支えている意味理
解を深めたり、筋道を立てて考えたりできる授業を進める必要があると思われます。

　市では、これらの調査結果を有効に活用し、児童生徒の学力向上に結びつく施策を立案・実践していきます。また、
各学校ではそれぞれの分析結果を今後の指導改善に生かすことで、確かな学力の定着とそれを活用する力の育成に努
めていきます。
　詳しくは、上田市ホームページをご覧ください。

●今後は授業と結びつく家庭学習を
　平日の家庭学習の時間は「30分以上、２時間より少な
い」が多く、割合は全国より高く約65％になりますが、
「２時間以上」になると下回っています。全体として、家
庭学習の習慣が身に付いてきています。今後、時間や内
容をさらに考え、次の日の授業につながる家庭学習を充
実させていきたいと考えています。

●読書が好きな小学生
　読書が好きな児童の割合は８割を超え、全国より高く
なっています。一斉読書や読み聞かせの成果が表れてい
ます。しかし、学校外の生活の一部としてはまだ十分に
位置づけていない面が見られます。さらに市の「心の教
育推進プラン」の一つである読書運動を、関係機関と連
携しながら進めていきたいと思います。

国語

算数
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科
に
関
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小
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慣
・
学
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調
査

（
小
学
６
年
生
）
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平成21年度全国学力・学習状況調査
上田市内児童生徒の調査結果の公表
～伸びてきた上田市の児童生徒～

調査から見えた上田市の傾向と今後の方向性
　｢教科に関する調査」結果は、過去２年間と比べると平均正答数が伸びてきており、正答数分布グラフもよい傾向が
見えています。各校での努力が結果に表れてきているので、さらに学力向上を目指していきたいと考えています。一
方「生活習慣や学習環境に関する調査」でも、好ましい結果が出ています。今後も、よりよい生活ができるように家庭・
地域との連携をさらに深めていきたいと思います。

　 学校教育課　TEL23・5101

知識の分野、活用の分野ともに正答率は７
割を超え、全国平均よりわずかに高く、全国・県平均と同
程度にあります。このことから、国語の学習内容がほぼ身
に付いていると考えられます。右のグラフに見られるよう
に、正答数分布は全国とほぼ同じ傾向を示し、正答数の少
ない生徒が少なく、正答数の多い生徒が多いことが平均点
を押し上げています。
　漢字などの基礎的な言葉の学習や短文を書くことについ
ては、日ごろの家庭学習や授業の中で書く活動を多く取り
入れることにより力がついてきています。しかし、書いて
ある内容を段落ごとに関係づけて読み取ったり、分かったことをわかり易く表現したりする力などをさらに高めてい
く必要があります。

知識の分野では正答率が６割を超え、活用
の分野では正答率は５割を超え、ともに全国・県平均より
やや低いもののほぼ同程度です。このことから、学習内容
についてはほぼ身に付いていると考えられます。左の正答
数分布グラフに見られるように、４・５問正答の生徒が全
国平均より多く、12問以上正答の生徒が全国平均より少な
くやや二極化傾向が見られます。一人ひとりの課題に応じ
た指導をすることにより基礎的な学力をつけるとともに、
課題のある図形分野などで発展的な教材を扱うなどして伸
びる力をさらに伸ばす指導をしていく必要があります。

●家庭学習は全国平均以上も予習が少ない
　平日の家庭学習は、「１時間以上２時間より少ない」が
一番多いが、全国に比べると「２時間以上」が少ないとい
う結果でした。また、休日の家庭学習は、２時間以上が
７割を超え全国平均を上回っています。市内の中学生は、
ほぼ家庭学習の習慣が身についているといえますが、家
庭学習では復習が多く、予習が少ない傾向が見られます。
日常の授業の中で予習をどう位置づけていくか今後考え
ていく必要があります。

●地域とつながる中学生
　地域の行事に参加している中学生は、全国平均に比べ
るとかなり上回っています。今住んでいる地域の自然や
歴史に、関心ある生徒の割合も全国平均を上回っていま
す。中学校では総合的な学習の中で、地域の皆さんと共
に学びあう活動を多く実施しています。学校と地域がつ
ながる活動を地域の皆さんの支援と協力によりさらに推
進していく必要があります。

国語
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入賞者を発表します
「うえだの四季」写真コンテスト・夏の部

　「うえだの四季」写真コンテスト・夏の部に、54名155点の応募がありました。
今回の入賞者を発表します（敬称略）。

優秀賞 （３名） 小川稔、小宮山英樹、西澤昭夫
入　選 （８名） 石井順也、打江美恵子、金澤浩、
  小林重明、小福田友明、酒井史夫、
  嶋田節男、鳥川由美子

旬の味をお楽しみください
武石観光センター  新そばまつり

　今秋、武石でとれたそば粉を100％使い、地元
そば打ち名人が心をこめて打った新そばを提供し
ます。毎年好評の、武石産新米つきたてのもちの
販売もあります（もちつき体験もできます）。
　地元の旬の味をぜひお楽しみください。

日　時  11月14日㈯・15日㈰午前10時～午後３時
場　所  武石観光センター
料　金  もりそば・かけそば各500円
 （持ち返り不可）
　武石観光センター　TEL86・2003

「天空闊歩」　小川稔

「青春謳歌」　小宮山英樹

「温泉街に響くささら踊り」　西澤昭夫

　 商工課　TEL23・5395　 観光課　TEL23・5408

日　時  11月22日㈰午前９時～正午（ただし、なく
なり次第終了。少雨決行。雨天順延の場合
は翌23日（月・祝）に開催）

場　所  武石上本入収穫体験農園
 （福寿草群生地の少し先、県道左側の畑）
料　金  １束約４kg／200円
持ち物  包丁
　 産業観光課
　　TEL85・2828

収穫してみませんか
野沢菜収穫即売会
　遊休農地解消対策の一環として栽培した野沢菜
を、自身で収穫してもらい販売します。豚汁の無料
サービスあります。どなたでもお出かけください。

��



NFORMATION PICK UP
情報ぴっくあっぷ

新型インフルエンザの予防接種が始まります
　新型インフルエンザに対する予防接種は、死亡者や重症者の発生をできる限り減らすこと及びそのため
に必要な医療を確保することを目的とし、一般を対象とした接種が11月中旬から始まる予定です。
　しかし、当面確保できるワクチンの総量が限られていることから、優先的に接種する対象者及び接種時
期の目安が次のように決まっています。優先接種対象者は希望により、接種することができます。

・実施方法と接種可能な医療機関は現在、県や医
師会と調整中です。詳細は決定次第お知らせし
ます。
・料金は、１回目が3,600円です。２回目が必要
な場合は、１回目と同じ医療機関で2,550円、
異なる医療機関では3,600円です。接種回数に
ついては、今後の情報をご確認ください。
・新型インフルエンザの予防接種を受けた方には、
領収書及び新型インフルエンザ予防接種済証が
医療機関より発行されますので、必ず保管して
ください。
・この予防接種は、新型インフルエンザ感染者の
重症化防止や死亡回避について一定の効果はあ
りますが、感染防止、流行の阻止などに対して
は絶対の効果が保証されるものではありません。
また、極めてまれですが、ワクチンを接種する
ことによっての副反応も無いとはいえません。
・また、新型インフルエンザの予防接種で万が一
副反応による健康被害が出た場合は、国が適切
な救済措置を講ずることになっています。

あの感動のステージを再び
TSUKEMENコンサート

　今年の春、上田城跡公園野球場で夜桜と行
あん
灯
どん
をバックに野外ライブで観

衆を魅了した、インストゥルメンタル・ユニット「T
ツ ケ メ ン
SUKEMEN」が再び上

田に登場します。秋の夜、美しい音の調べに酔いしれてみませんか。

日　時  11月20日㈮午後７時開演（６時30分開場）
場　所  信州国際音楽村ホールこだま
チケット  前売り2,500円（当日3,000円）
プレイガイド 　信州国際音楽村、琴光堂
　歌声の響く元気上田!!大プロジェクト実行委員会事務局　TEL38・7771

アフリカが起源と言われる、大きな木琴「マリンバ」。
その響きは、ほかの楽器以上に「木」が持つ温かさを、私たちに教えてくれます。
今回はこのマリンバを中心にヨーロッパ、アメリカ、そして日本で生まれた様々な曲をお届けします。

午後
時開演

（午後
時

分開場
）

セレス
ホール

（上田
市丸子

文化会
館）

一般

円

八十二
文化財

団友の
会会員

円

全席自
由・税

込

学生（
大学生

以下）

円

プログ
ラム

アフリ
カンブ

ルース

トロイ
メライ

ヴィヴ
ァルデ

ィ「四季
」より

星に願
いを

この道

お問い合わせ先／お申し込み方法

後援
長野県教育委員会 長野県吹奏楽連盟 小諸市教育委員会
佐久市教育委員会 千曲市教育委員会 東御市教育委員会
軽井沢町教育委員会 坂城町教育委員会 立科町教育委員会
長和町教育委員会 御代田町教育委員会 青木村教育委員会

◆プレイガイド（一般・学生券のみ）
上田市
信州国際音楽村
琴光堂楽器店
平安堂上田店
平安堂しおだ野店

佐久市
ヒオキ楽器佐久平店

財団法人 八十二文化財団　

（電話・ ・インターネットからお申し込みください）

セレスホール（上田市丸子文化会館）

主催
財団法人 八十二文化財団
上田市・上田市教育委員会

ほか
上原 なな江

くぼった打楽器四重奏団

窪田 健志 秋田 孝訓相川 瞳

ほか

未就学
児童の

同伴に
つきま

しては
事前に

お問い
合わせ

くださ
い

打楽器アンサンブルコンサートマンバ木の響きを世界の曲と共に 
～見て楽しい、聴いて楽しい打楽器の世界～
リ

下記プレイガイドでもお申し込みいただけます

新生上田市発足３周年記念

見て楽しい、聴いて楽しい世界
打楽器アンサンブルコンサート
　「くぼった打楽器四重奏団」が奏でる「木」が持つ温かみのあるマリンバの音
色をお楽しみください。

日　時  １月31日㈰午後２時開演（１時30分開場）
場　所  丸子文化会館セレスホール
チケット  全席自由　一般2,000円、大学生以下500円　好評発売中
　丸子文化会館　TEL42・0001

　 健康推進課　TEL28・7124
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Information A La Carte情報あ･ら･かると
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fo
rm
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tio
n
 A
 L
a
 C
a
rte

お
知
ら
せ

ツ
ル
ヤ
上
田
中
央
店

大
規
模
小
売
店
舗
説
明
会

　

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基
づ
く
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。
市
内
に
お
住
ま
い

の
方
や
事
業
活
動
を
行
っ
て
い
る
方
は
、

こ
の
届
出
に
つ
い
て
、
生
活
環
境
保
持
の

観
点
か
ら
配
慮
し
て
ほ
し
い
こ
と
な
ど
の

意
見
を
県
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

●
日
時　

11
月
７
日
㈯
午
後
３
時
〜

●
場
所　

上
田
市
民
会
館
第
２
会
議
室

●
届
出
概
要

・
名
称　

ツ
ル
ヤ
上
田
中
央
店

・
所
在
地　

上
田
市
中
央
六
丁
目
40
番
10

号
ほ
か

・
設
置
者　

株
式
会
社
ツ
ル
ヤ

・
店
舗
面
積　

２
４
９
５
㎡

　

商
工
課　

TEL
23
・
５
３
９
５

市
有
財
産（
自
動
車
）を

公
売
し
ま
す

　

自
動
車
２
台
の
一
般
競
争
入
札
を
行
い

ま
す
。

●
物
件　

①
ト
ヨ
タ
マ
ジ
ェ
ス
タ（
初
年

度
登
録
／
平
成
12
年
、
車
体
色
／
黒
、

車
検
有
効
期
間
／
平
成
23
年
６
月
）、

②
日
野
レ
イ
ン
ボ
ー
（
初
年
度
登
録
／

平
成
８
年
、
車
体
色
／
白
と
緑
の
ツ
ー

ト
ン
、
車
検
有
効
期
間
／
平
成
21
年
12

月
）

●
入
札
日
時　

11
月
26
日
㈭
午
後
２
時
〜

●
入
札
場
所　

市
役
所
北
庁
舎
３
階
第
３

会
議
室

●
物
件
公
開　

日
時
／
11
月
24
日
㈫
午
後

１
時
〜
４
時
、
場
所
／
市
役
所
西
庁
舎

入
口
前
駐
車
場

　

入
札
へ
の
参
加
資
格
や
受
け
付
け
な
ど

の
詳
細
は
、
公
有
財
産
管
理
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
上
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

公
有
財
産
管
理
課

　
　

TEL
23
・
５
１
１
４

住
宅
耐
震
説
明
会

　

市
で
行
っ
て
い
る
無
料
耐
震
診
断
と
、

耐
震
補
強
工
事
の
助
成
事
業
の
説
明
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
各
会
場
で
の
申
し
込

み
の
受
け
付
け
も
可
能
で
す
。

●
期
日
／
場
所　

11
月
６
日
㈮
／
城
南

公
民
館
大
ホ
ー
ル
、
11
月
11
日
㈬
／
豊

殿
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
第
３
会
議

室
、
11
月
13
日
㈮
／
丸
子
文
化
会
館
大

会
議
室
、
11
月
18
日
㈬
／
塩
田
公
民
館

保
健
衛
生
室（
全
12
回
。
順
次
開
催
）

●
時
間　

午
後
７
時
〜
８
時

　

建
築
指
導
課　

TEL
23
・
５
４
３
０

平
成
22
年
上
田
市
成
人
式

●
日
時　

平
成
22
年
１
月
10
日
㈰（
成
人

の
日
の
前
日
）

●
対
象　

平
成
元
年
４
月
２
日
〜
２
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
方

　

地区 中学校通学区域 会　　場 時　　間

上田

一中･二中･三中 上田文化会館 受付
午後１時～
開式
午後１時30分～

四中･六中 上田創造館
五中 上野が丘公民館
塩田中 JAモルティしおだ

丸子 丸子中･丸子北中 丸子文化会館 受付
午前10時30分～
開式
午前11時～

真田 真田中･菅平中 真田公民館

武石 依田窪南部中 武石公民館

●
案
内
状
の
発
送

・
市
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
方
に
は
、
11

月
末
ま
で
に
案
内
状
を
発
送
し
ま
す
。

・
上
田
市
出
身
で
市
外
に
住
民
登
録
し
て

い
る
方
も
出
席
で
き
ま
す
。
出
席
を
希

望
す
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
い
合

わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
案
内

状
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
上
田
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
上
田

市
携
帯
サ
イ
ト
の
成
人

式
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。生

涯
学
習
課　

TEL
23
・
６
３
７
０

　
　

社
会
教
育
課　

TEL
42
・
３
１
４
７

　
　

真
田
地
域
教
育
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
72
・
２
６
５
５

　
　

武
石
地
域
教
育
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
85
・
２
０
３
０

11
月
は
全
国
青
少
年

健
全
育
成
強
調
月
間

　

未
来
を
担
う
青
少
年
が
、
社
会
に
お
け

る
自
ら
の
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
、
優
れ

た
社
会
性
と
創
造
性
を
培
い
、
心
豊
か
に

成
長
し
て
い
く
こ
と
は
、
市
民
す
べ
て
の

願
い
で
す
。
家
庭
、
学
校
、
地
域
社
会
が

連
携
し
、
青
少
年
健
全
育
成
に
つ
い
て
考

今
月
の
表
紙

　10月３日、丸子地域で４年ぶり
に木曽義仲挙兵武者行列が復活
し、県内外から参加した111人が、
丸子駅前からカネボウ跡地までの
約２㎞を行列で練り歩きました。
　「げんきまるこ産業フェスタ’09」
とあわせて約２万人の人出で、木
曽義仲や巴

ともえ

御
ご

前
ぜん

、丸子縁
ゆかり

の武将、
依田二郎、丸子小

こ

中
ちゅう

太
た

、長瀬判
はん

官
がん

、
飯沼太郎などの武将の登場に、沿
道から歓声があがりました。
　また、丸子弓道会の鏑

かぶら

矢
や

、丸子
太鼓・鼓

こ

城
じょう

の木曽義仲挙兵太鼓、
藤
ふじ

華
か

久
ひさ

三
みつ

社
しゃ

中
ちゅう

の演舞が行列を盛り
上げました。

木曽義仲挙兵武者行列が復活
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tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹真田地域自治センター tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹武石地域自治センター

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹丸子地域自治センター

え
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
大

変
重
要
で
す
。
あ
い
さ
つ
運
動
な
ど
で
き

る
こ
と
か
ら
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
月
間
中
、
少
年
補
導
委
員
を
中

心
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
、
一
日
補
導
や

環
境
チ
ェ
ッ
ク
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

生
涯
学
習
課　

TEL
23
・
６
３
７
０

11
月
９
日
〜
15
日
は

秋
の
火
災
予
防
運
動

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
ま

す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
火
災
を
起

こ
さ
な
い
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
火
の
用
心「
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」　

①
家

の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か

な
い
。
②
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ

捨
て
は
し
な
い
。
③
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る

時
は
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。
④
風
の
強

い
時
は
た
き
火
を
し
な
い
。
⑤
子
ど
も

に
は
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で
遊
ば
せ
な

い
。
⑥
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
た
こ

足
配
線
は
し
な
い
。
⑦
ス
ト
ー
ブ
に
は

燃
え
や
す
い
も
の
を
近
づ
け
な
い
。

　

消
防
予
防
課

　
　

TEL
26
・
０
０
２
９

広
域
避
難
場
所
が
変
更
に

　

市
で
は
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
広
域

避
難
場
所
と
し
て
、
市
内
63
か
所
を
指
定

し
て
い
ま
す
が
、
西
塩
田
地
区
と
室
賀
地

区
の
う
ち
、
変
更
に
な
る
箇
所
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　

な
お
、
避
難
場
所
の
対
象
自
治
会
は
目

安
で
す
。
最
寄
り
の
場
所
に
避
難
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

　 危機管理室　TEL21･0123

地区 対象自治会 広域避難場所
＜変更前＞ ＜変更後＞

西塩田

十人、塩田新町、
東前山、西前山、
手塚、山田、
野倉

旧西塩田小学校
（さくら国際高等
学校）

塩田の里交流館
（とっこ館）
手塚792
TEL39･7250

室賀 下室賀、上室賀、
ひばりヶ丘 室賀保育園

下室賀コミュニ
ティセンター
下室賀1877-1
TEL31･2231

全
国
一
斉
・
電
話
相
談

労
働
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

　
「
時
間
外
手
当
を
支
払
っ
て
も
ら
え
な

い
」、「
ノ
ル
マ
未
達
成
の
罰
金
を
強
要
さ

れ
た
」な
ど
、
職
場
内
や
会
社
と
の
ト
ラ

ブ
ル
に
関
す
る
相
談
を
労
働
問
題
に
詳
し

い
司
法
書
士
が
お
受
け
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
11
日
㈬
・
18
日
㈬
午
後
５

時
〜
８
時

●
専
用
相
談
電
話　

TEL
０
２
６
・
２
３
２
・

　

７
４
９
９（
相
談
無
料
、
予
約
不
要
）

　

長
野
県
司
法
書
士
会

　
　

TEL
０
２
６
・
２
３
２
・
７
４
９
２

は
か
り
の
無
料
精
度
診
断

　

ご
家
庭
な
ど
に
あ
る
血
圧
計（
デ
ジ
タ

ル
式
を
除
く
）、
体
温
計
、
ヘ
ル
ス
メ
ー

タ
ー
及
び
キ
ッ
チ
ン
ス
ケ
ー
ル
の
無
料
精

度
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

　

期日 時間 検査会場

11月17日㈫ 午前９時30分～11時30分 市役所南庁舎６階真田
の間

午後１時30分～３時30分 真田公民館ホール

11月18日㈬ 午前９時30分～正午、
午後１時～３時

丸子ふれあいステー
ション３階会議室

11月19日㈭ 午前９時30分～11時30分 市役所南庁舎６階真田
の間

午後１時30分～３時30分 武石公民館第１会議室
11月20日㈮ 午前９時30分～正午、

午後１時～３時
市役所南庁舎６階真田
の間11月24日㈫

　 商工課　TEL23･5395

上
田
市
立
博
物
館
の

臨
時
休
館

　

特
別
展
終
了
後
の
展
示
替
え
作
業
の
た

め
、
11
月
16
日
㈪
は
臨
時
休
館
と
な
り
ま

す
。
な
お
、
上
田
城
櫓や
ぐ
ら

と
山
本
鼎
記
念
館

は
通
常
ど
お
り
開
館
し
ま
す
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

　

上
田
市
立
博
物
館

　
　

TEL
22
・
１
２
７
４

＜広告欄＞

��
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巡
回
無
料
法
律
相
談

　

法
テ
ラ
ス
で
は
、
弁
護
士
・
司
法
書
士

に
よ
る
無
料
法
律
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

12
月
３
日
㈭
午
後
１
時
〜
４
時

（
相
談
時
間
は
一
人
30
分
程
度
）

●
場
所　

市
役
所
南
庁
舎
６
階

●
定
員　

先
着
12
名（
所
得
制
限
あ
り
）

●
申
し
込
み　

11
月
２
日
㈪
〜
30
日
㈪
の

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
に
電
話
で（
土

日
・
祝
日
を
除
く
）。

　

法
テ
ラ
ス
長
野
地
方
事
務
所

　
　

TEL
０
５
０
・
３
３
８
３
・
５
４
１
５

催
し

子
ど
も
の
発
達
を
理
解
す
る

講
演
会

　

こ
だ
わ
り
・
か
ん
し
ゃ
く
が
強
い
お
子

さ
ん
や
、
動
き
の
多
い
お
子
さ
ん
の
育
児

を
支
援
す
る
た
め
の
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
子
ど
も
へ
の
理
解
や
適
切
な
か
か
わ

り
を
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

11
月
30
日
㈪
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分（
１
時
受
付
）

●
場
所　

上
田
創
造
館
文
化
ホ
ー
ル

●
講
演　
「
発
達
障
害
っ
て
な
に
？
」

●
講
師　

木
村
宜の
ぶ

子こ

氏（
佐
久
総
合
病
院

小
児
科
医
師
）

●
対
象　

お
子
さ
ん
の
発
達
が
気
に
な
る

ご
家
族
、
発
達
障
害
に
つ
い
て
興
味
の

あ
る
方
。

●
定
員　

１
０
０
名

●
申
し
込
み　

11
月
６
日
㈮
以
降
、
電
話

で
健
康
推
進
課
へ
。

●
参
加
費　

無
料（
託
児
な
し
）

　

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

生
誕
１
０
０
周
年
記
念
講
演

「
太
宰
治
の
人
間
失
格
意
識
」

　

早
く
か
ら
、
自
ら
を
人
間
失
格
者
と
位

置
づ
け
、
生
涯
、
罪
の
意
識
に
苦
し
む
自

画
像
を
描
き
続
け
た
太
宰
治
。
自
己
否
定

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
秘
密
に
迫
り
ま
す
。

●
日
時　

11
月
22
日
㈰
午
後
１
時
〜
３
時

●
場
所　

上
田
駅
前
ビ
ル
・
パ
レ
オ
２
階

会
議
室

●
講
師　

相
馬
正
一
氏（
岐
阜
女
子
大
学

名
誉
教
授
、
著「
太
宰
治
の
原
点
」）

●
参
加
費　

５
０
０
円

●
定
員　

先
着
70
名

●
申
し
込
み　

11
月
６
日
㈮
以
降
、
電
話

で
上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
へ
。

　

な
お
、
11
月
10
日
㈫
〜
12
日
㈭
の
間
、

定
期
休
館
と
蔵
書
点
検
の
た
め
、
休
館
と

な
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

青
木
裕
子
朗
読
会
Ⅸ

ス
ピ
ネ
ッ
ト
と
の
コ
ラ
ボ

●
日
時　

11
月
21
日
㈯
午
後
６
時
30
分
〜

（
６
時
開
場
）

●
場
所　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
こ
と

ば
の
繭
ホ
ー
ル

●
内
容　

宮
沢
賢
治
作「
ど
ん
ぐ
り
と
山

猫
」、「
注
文
の
多
い
料
理
店
」、「
雨
ニ
モ

マ
ケ
ズ
」

●
出
演　

朗
読
／
青
木
裕
子
氏（
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）、
小
澤
章
代
氏（
ス
ピ

ネ
ッ
ト
奏
者
）

●
料
金　

前
売
り
一
般
１
０
０
０
円
、
当

日
１
２
０
０
円
、
中
・
高
校
生
３
０
０

円
●
申
し
込
み　

電
話
で
上
田
情
報
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
へ
。

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

真
田
図
書
室

お
は
な
し
広
場

　

ミ
ミ
ー
ル
の
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
紙
芝

居
な
ど
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

11
月
21
日
㈯
午
前
10
時
〜
11
時

●
場
所　

真
田
公
民
館
図
書
室
児
童
図
書

室
　

真
田
公
民
館
図
書
室

　
　

TEL
72
・
２
２
０
０（
内
線
５
５
９
）

ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏

キ
ー
ボ
ー
ド･

フ
ル
ー
ト
演
奏

　

柴
崎
嘉
邦
さ
ん（
日
本
ハ
ー
モ
ニ
カ
ク

ラ
ブ
会
員
）に
よ
る
演
奏
で
す
。

●
日
時　

11
月
18
日
㈬
午
後
０
時
30
分
〜

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館
大
広
間
ス

テ
ー
ジ（
入
館
料
必
要
）

　

真
田
温
泉
ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館

　
　

TEL
72
・
２
５
０
０

＜広告欄＞
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tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹丸子地域自治センター

上
田
市
消
防
団
音
楽
隊

第
４
回
定
期
演
奏
会

　

音
楽
を
通
し
て
、
防
火
・
防
災
予
防
活

動
を
行
っ
て
い
る
上
田
市
消
防
団
音
楽
隊

「FIRE W
IN
GS O

RCH
EST

RA

」と
一

緒
に「
音
」を「
楽
」し
み
ま
し
ょ
う
！（
入

場
無
料
）

●
日
時　

11
月
22
日
㈰
午
後
２
時
開
演

（
１
時
30
分
開
場
）

●
場
所　

上
田
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

●
演
奏
曲　
「
ス
ラ
ヴ
行
進
曲
」、「
遙は
る

か
」、

「
翔と

べ
！
ガ
ン
ダ
ム
」な
ど
。

　

上
田
市
消
防
団
事
務
局

　
　

TEL
26
・
０
１
１
９

第
２
回
ク
ラ
ブ
Ｕ
Ｓ
Ｃ

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

身
近
な
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
、
交
流
を

図
り
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

11
月
22
日
㈰
午
前
９
時
〜
午
後

４
時

●
場
所　

神
川
小
学
校（
体
育
館
・
グ
ラ

ウ
ン
ド
）

●
内
容　

午
前
の
部
／
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ

ト
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ヨ
ガ
、
バ

ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
ス
ト
レ
ッ
チ
ほ
か（
申

し
込
み
不
要
。参
加
費
一
人
１
０
０
円
・

保
険
代
含
む
）、
午
後
の
部
／
ビ
ー
チ

ボ
ー
ル
大
会（
要
事
前
申
し
込
み
。
参

加
費
一
人
２
０
０
円
・
保
険
代
含
む
）、

神
川
煌こ
う

神じ
ん

太
鼓
の
演
奏（
午
後
０
時
30

分
〜
）

　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
Ｕ
Ｓ
Ｃ
事
務
所

　
　

TEL
26
・
５
３
２
０

募集

「ながの子育て家庭優待パスポート事業」
協賛店舗を募集
　上田市は、「ながの子ども・子育て応援県民会議」と連携・協働し、
子育て家庭が買い物などの際にパスポートカードを提示すれば、割
引など各種サービスを受けられる「ながの子育て家庭優待パスポート
事業」の実施を平成22年春から予定しています。
　これに先立ち、子育て家庭に各種優待サービス（特典）を提供して
いただける協賛店舗を募集します。なお、特典の内容は、店舗が自
由に設定できます。
　協賛店舗には、ポスターとステッカーを配布しますので、特典を
記載のうえ、店頭やレジ横などに提示していただきます。
　また、県内の協賛企業・店舗は、店舗名、所在地、特典内容など
をパンフレットや県民会議のホームページなどで紹介します。
　地域全体で子どもと子育て家庭を応援しようという本事業の趣旨
をご理解いただき、ぜひとも協賛いただきますようお願いします。
●協賛申込　11月２日㈪～12月25日㈮に、上田市ホームページ掲載
の協賛申込書に特典内容など必要事項を記入のうえ、郵送または
FAXなどで、子育て・子育ち支援課、または各地域自治センター
健康福祉課へ。なお、協賛申込書は、担当課窓口にも設置してあ
ります。
　 子育て・子育ち支援課（〒386-0025　天神2-4-74）
　　TEL23･5106　FAX26･6171

＜広告欄＞

パスポートカード提示

実施市町村
ながの子ども・子育て支援県民会議

子育て家庭企業・店舗

協賛申込

協賛ポスター
協賛ステッカー
配布

制度・協賛店舗のPR

パスポートカード配布

優待サービス提供
・商品割引、ポイント追加
・ドリンク無料サービス など
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丸
子
金
子
図
書
館

お
は
な
し
会

　

ひ
ま
わ
り
人
形
劇
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん

に
よ
る
、
人
形
劇「
三
ま
い
の
お
ふ
だ
」を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

11
月
21
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

●
場
所　

丸
子
金
子
図
書
館
２
階

　

丸
子
金
子
図
書
館

　
　

TEL
42
・
２
４
１
４

上
小
地
区
賛
助
会

活
動
研
修
会

●
日
時　

11
月
20
日
㈮
午
前
10
時
〜
午
後

３
時（
参
加
無
料
）。

●
場
所　

上
田
市
文
化
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

二
胡
奏
者
・
田
村
望ぼ
う

圓え
ん

氏
の
講

演
と
演
奏
、
民
謡
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
発

表
、
木
彫
な
ど
の
作
品
展
示
。

　

上
小
地
区
賛
助
会（
上
田
保
健
福
祉

事
務
所
福
祉
課
内
）

　
　

TEL
25
・
７
１
２
２

映
画「
ゆ
ず
り
葉
」上
映

　

家
族
の
絆き
ず
な

を
と
お
し
て
聴
覚
障
が
い
者

の
生
き
ざ
ま
を
多
く
の
人
に
理
解
し
て
い

た
だ
き
、
生
き
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を

考
え
る
内
容
の
映
画
上
映
会
で
す
。

●
日
時　

11
月
28
日
㈯

・
１
回
目
／
午
前
10
時
〜（
９
時
開
場
）

・
２
回
目
／
午
後
２
時
〜（
１
時
開
場
）

●
場
所　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン

タ
ー

●
チ
ケ
ッ
ト　

一
般
１
２
０
０
円
、
高

校
生
以
下
８
０
０
円（
前
売
り
券
の
み
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

　
「
ゆ
ず
り
葉
」東
信
地
区
上
映
実
行
委

員
会
事
務
局

　
　

TEL
０
９
０
・
２
１
６
７
・
４
２
５
５

　
　

FAX
64
・
２
３
２
３

講
座
・
教
室

メ
タ
ボ
解
消
と
予
防
講
座

健
康
セ
ミ
ナ
ー

●
日
時　

①
11
月
26
日
㈭
午
前
９
時
30
分

〜
正
午
、
②
12
月
16
日
㈬
午
後
１
時
〜

３
時
30
分

●
場
所　

丸
子
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

①
保
健
運
動
編（
学
習
と

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）、
②
栄
養
編（
調
理
実

習
）

●
対
象　

お
お
む
ね
65
歳
ま
で
の
方

●
定
員　

各
30
名

●
参
加
費　

①
１
０
０
円
、
②
２
０
０
円

　

健
康
福
祉
課　

TEL
42
・
１
１
１
７

小
学
生
初
・
中
級
者

ス
キ
ー
教
室

　

初
心
者
〜
中
級
者
程
度
の
ス
キ
ー
技
術

の
習
得
と
、
新
し
い
友
だ
ち
と
の
交
流
を

目
的
と
し
た
ス
キ
ー
教
室
で
す
。

●
期
日　

平
成
22
年
１
月
４
日
㈪
・
５
日

㈫（
１
泊
２
日
）

●
場
所　

菅
平
高
原
ス
キ
ー
場

●
講
師　

全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
公
認
指
導

者
●
対
象　

集
団
生
活
が
で
き
、
一
人
で
も

参
加
で
き
る
市
内
の
小
学
５･

６
年
生

●
定
員　

先
着
90
名

●
参
加
費　

９
０
０
０
円（
交
通
費
、
宿

泊
費
、
リ
フ
ト
代
、
保
険
代
な
ど
）

●
申
し
込
み　

11
月
９
日
㈪
〜
12
月
４
日

㈮
に
、
所
定
の
申
込
書
に
参
加
費
を
添

え
て
体
育
課
、
ま
た
は
丸
子
総
合
体
育

館
、
真
田
・
武
石
地
域
教
育
事
務
所
体

育
担
当
へ（
詳
し
く
は
学
校
か
ら
配
布

さ
れ
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

　

体
育
課　

TEL
23
・
６
３
７
２

子
ど
も
の
け
が
・
病
気

知
っ
て
お
き
た
い
対
処
法

　

乳
幼
児
の
い
る
ご
家
族
を
対
象
に
、
お

子
さ
ん
の
急
な
発
病
時
な
ど
の
観
察
ポ
イ

ン
ト
、
手
当
の
し
か
た
や
受
診
の
目
安
な

ど
に
つ
い
て
小
児
科
医
が
お
話
し
ま
す
。

●
日
時
／
場
所　

①
11
月
11
日
㈬
午
後
１

時
30
分
〜
２
時
30
分
／
豊
殿
地
域
自
治

セ
ン
タ
ー
、
②
11
月
16
日
㈪
午
後
１
時

〜
２
時
／
真
田
保
健
セ
ン
タ
ー
、
③
11

月
18
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

／
上
田
創
造
館

●
持
ち
物　
「
子
ど
も
の
急
な
病
気
・
け

が　

困
っ
た
と
き
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

●
申
し
込
み　

不
要（
た
だ
し
、
託
児
希

望
の
み
前
日
ま
で
に
①
③
は
健
康
推
進

課
、
②
は
真
田
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
電

話
で
要
予
約
。
各
先
着
12
名
）

　

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

＜広告欄＞
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KINDERGARTEN　INTRODUCTION

　そえひ保育園は、昭和32年に旧小県
蚕業高校分校跡に開園し、平成12年12
月に、子育て支援センターと児童クラブ
の機能を併せ持つ多機能型保育施設とし
て新築されました。傍

そえ

陽
ひ

川
がわ

と洗
せ

馬
ば

川
がわ

の合
流地点の高台にあるため、眼下の眺めが
良く、目の前には根

ね

子
こ

屋
や

城
じょう

跡が見えます。
春は、園舎の周りの竹林で竹の子が採れ、
自然の恵みを居ながらにして味わうこと
ができます。
　傍陽地域の方は、子どもたちを「地域
の宝」として大切に見守ってくれます。
春、散歩に出かけた先で「この田んぼで
カエルをとったら？」と声をかけてもら
い、卵を持ち帰った子どもたちは、カエ
ルになるまで大切に育てました。祖父母
の皆さんによる「そえひみどり隊」は、畑

の先生、料理の先生として子どもたちの
食育に力添えをしてもらっています。自
宅の畑に招待され、きゅうりの収穫を
した子どもたちは「きゅうりのトンネル
だったよ！」と興奮していました。また、
真田地域の民話を紙芝居にして活動して
いる「ミミールの会」の方のお話を聞き、
子どもたちは自分の故郷を大切に思う心
をはぐくんでいます。
　毎年夏には、園の夏祭り「そえひみど
りまつり」に傍陽小の１・２年生を招待

したり、学校のプール
に行ったりと、小学校
との交流も盛んに行っ
ています。
　子どもたちは、一人
ひとりが主役になって
個性を発揮しながら、
毎日を元気に過ごして
います。

地域の皆さんに見守られて

そえひ保育園

夏祭りに１・２年生を
招待しました

大きいじゃがいも、出てくるかな

　
　

真
田
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
72
・
９
０
０
７

介
護
者
の
会

な
の
は
な

●
日
時　

11
月
20
日
㈮
午
後
１
時
〜
３
時

30
分

●
場
所　

丸
子
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
研
修

室
●
内
容　

介
護
教
室
／
講
演「
認
知
症
の

経
過
と
対
応
に
つ
い
て
」堀
内
園
子
氏

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ず
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

看
護
研
究
・
研
修
企
画
開
発
室
室
長
）、

介
護
者
同
士
の
交
流
、
個
別
介
護
相
談

（
希
望
者
）

●
対
象　

介
護
を
し
て
い
る
方
、
ま
た
は

介
護
に
関
心
が
あ
る
方
。

●
申
し
込
み　

前
日
ま
で
に
電
話
で
高
齢

者
介
護
課
、
ま
た
は
丸
子
健
康
福
祉
課

へ
。

　

高
齢
者
介
護
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
23
・
５
１
４
０

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
42
・
０
０
９
２

＜広告欄＞

��



Information A La Carte情報あ･ら･かると
In
fo
rm
a
tio
n
 A
 L
a
 C
a
rte

第
43
回
市
民
公
開
講
座

●
日
時　

11
月
21
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

●
場
所　

長
野
病
院
研
修
棟
３
階
講
堂

●
講
演　

健
康
寿
命
を
延
ば
す「
食
生
活

の
コ
ツ
」（
参
加
費
無
料
。
予
約
不
要
）

　

長
野
病
院　

TEL
22
・
１
８
９
０

多
文
化
に
タ
ッ
チ
講
座

ボ
リ
ビ
ア
の
食
文
化

　

南
米
ボ
リ
ビ
ア
料
理
を
調
理
し
た
後
、

交
流
を
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
29
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

２
時

●
場
所　

中
央
公
民
館
料
理
実
習
室

●
講
師　

オ
ビ
デ
ィ
オ
氏（
ボ
リ
ビ
ア
出

身
）

●
定
員　

先
着
30
名

●
材
料
費　

７
０
０
円

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

初
心
者
対
象

高
齢
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

●
講
習
期
間　

12
月
３
日
〜
３
月
ま
で

の
、
毎
週
木
曜
日
と
12
月
・
３
月
は
第

２
月
曜
日
、
１
月
は
第
３
月
曜
日
、
２

月
は
第
２
・
４
月
曜
日
を
加
え
た
月
５

回（
全
20
回
）

●
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
方

●
定
員　

先
着
15
名

●
持
ち
物　

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン（
ウ
ィ
ン

ド
ゥ
ズ
ビ
ス
タ
限
定
。注
文
受
け
ま
す
）

●
受
講
料　

６
０
０
０
円（
資
料
代
別
途
）

●
申
し
込
み　

11
月
９
日
㈪
〜
25
日
㈬
に

電
話
で
上
田
市
福
寿
ク
ラ
ブ
連
合
会
事

務
局（
TEL
23
・
２
３
８
７
）へ
。

　

高
齢
者
介
護
課

　
　

TEL
23
・
５
１
３
１

募
集

第
47
回「
丸
子
詩
歌
祭
」

作
品
の
募
集

●
部
門
と
制
限　

短
歌
２
首
、俳
句
３
句
、

川
柳
３
句
、
現
代
詩
１
篇ぺ
ん（
小
・
中
・

高
校
生
は
１
部
門
に
つ
き
１
作
品
）

●
応
募
規
定　

作
品
は
近
作
、
未
発
表
の

も
の
に
限
る
。
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
は

は
が
き
を
使
用
、
現
代
詩
は
、
題
名
・

氏
名
を
入
れ
て
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用

紙
２
枚
以
内
。
楷か
い

書し
ょ

で
お
書
き
く
だ
さ

い
。

●
募
集
期
間　

12
月
１
日
㈫
〜
25
日
㈮
必

着
●
応
募
方
法　

①
部
門
名
、②
郵
便
番
号
、

③
住
所
、
④
氏
名
、
⑤
電
話
番
号（
小
・

中
・
高
校
生
は
学
校
名
・
学
年
・
学
級
・

氏
名
）を
記
入
の
う
え
、「
丸
子
公
民
館

詩
歌
祭
係
」へ
。
投
稿
料
は
無
料
。

●
入
選
作
品
展
示　

平
成
22
年
２
月
26
日

㈮
〜
３
月
６
日
㈯

　

丸
子
公
民
館

　
　
（
〒
３
８
６

－

０
４
０
４　

上
丸
子

　
　

１
４
８
８「
丸
子
公
民
館
詩
歌
祭

係
」）　

TEL
42
・
３
１
４
７

霊
園
の
利
用
者
募
集

◇
上
田
市
霊
園

●
所
在
地　

諏
訪
形
１
７
５
６

●
区
画
数（
面
積
）　

３
区
画（
６
・
０
㎡
）

●
管
理
料　

１
４
０
０
円
／
年

●
永
代
使
用
料　

16
万
８
０
０
０
円

●
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
墓

地
を
お
持
ち
で
な
い
方
で
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方
。
①
遺
骨
を
自
宅

に
安
置
し
て
あ
る
方
。
②
遺
骨
を
親
せ

き
な
ど
の
墓
地
に
仮
埋
葬
し
て
い
る

方
、
ま
た
は
遺
骨
を
寺
社
な
ど
に
預
け

て
あ
る
方
。

●
申
し
込
み　

11
月
16
日
㈪
〜
30
日
㈪
に

指
定
の
申
込
用
紙
で
生
活
環
境
課
へ
。

申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
詳
細
は

申
込
者
へ
連
絡
し
ま
す
。

　

生
活
環
境
課　

TEL
22
・
４
１
４
０

◇
上
田
市
丸
子
霊
園

●
所
在
地　

上
丸
子
１
２
２
２

●
区
画
数　

13
区
画（
６
・
６
㎡
）

●
管
理
料　

２
０
０
０
円
／
年

●
永
代
使
用
料　

11
万
６
０
０
０
円

●
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
が
あ
る
方

●
申
し
込
み　

随
時
募
集
中

　

市
民
生
活
課　

TEL
42
・
１
２
１
６

＜広告欄＞
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丸
子
地
域
の
生
田
に
あ
る
飯
沼
公
民
館
で
10
月
７
日
に
開
か
れ

た
、
上
田
歴
史
研
究
会（
上
田
飯
沼
史
学
会
）の
初
心
者
向
け
古こ

文も
ん

書じ
ょ

講
座
に
は
、
40
人
を
超
え
る
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
生
糸
取
引
で
栄
え
た
歴
史
を
持
つ
飯

沼
地
区
に
は
当
時
の
資
料
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地

区
の
人
た
ち
が
古
文
書
を
読
め
る
よ
う
に
と
、
平
成
20
年
１
月
に
会

が
発
足
し
ま
し
た
。
当
初
18
人
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
会
員
も
、
現
在

は
１
０
０
人
を
超
え
、
地
元
の
人
だ
け
で
な
く
、
毎
月
１
回
開
か
れ

る
講
座
に
は
松
本
や
小
諸
か
ら
来
る
会
員
も
い
る
そ
う
で
す
。

　

生
糸
取
引
に
関
す
る
資
料
は
、
昭
和
28
年
に
郷ご
う

蔵ぐ
ら（
旧
飯
沼
村
の

蔵
）か
ら
発
見
さ
れ
、
調
査
は
３
年
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
に
飯

沼
の
人
々
が
、

上
田
小
県
地

方
の
生
糸
を

集
積
し
て
横

浜
へ
出
荷
し

て
い
た
こ

と
、
生
糸
輸
出
の
豪
商
・
中な
か

居い

屋や

重じ
ゅ
う

兵べ

衛え（
嬬
恋
村
出
身
）

と
の
か
か
わ
り
が
深
か
っ
た

こ
と
、
第
十
九
・
第
六
十
三

国
立
銀
行（
現
・
八
十
二
銀

行
）の
設
立
時
に
大
口
の
出

資
を
し
て
い
た
こ
と
な
ど
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

同
会
の
代
表
で
も
あ
り
、

講
師
を
務
め
る
阿
部
勇
さ
ん

（
元
県
立
歴
史
館
課
長
・
写
真
右
）は
、「
２
８
０
年
前
か
ら
使
わ
れ
て

い
た
郷
蔵
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
い
い
状
態
で
残
っ
て
い
ま

す
。
手
紙
だ
け
で
も
３
０
０
０
〜
５
０
０
０
は
あ
り
ま
す
。
横
浜
の

文
化
も
こ
こ
か
ら
分
か
り
、
新
し
い
発
見
ば
か
り
で
ワ
ク
ワ
ク
し
て

や
っ
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　

ま
た
、
事
務
局
長
の
奥
村
栄
邦
さ
ん（
写
真
左
）は
、「
新
し
い
も
の

を
見
つ
け
た
瞬
間
に
立
ち
会
え
ま
し
た
。
地
元
の
資
料
を
研
究
し
よ

う
と
い
う
風
潮
が
出
て
き
て
い
ま
す
」。

地
元
の
資
料
を
研
究
し
よ
う
と
い
う

風
潮
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

上田歴史研究会（上田飯沼史学会）

上田歴史研究会（上田飯沼史学
会）は、わがまち魅力アップ応
援事業の特色あるまちづくり応
援事業の採択を受け、今年度が
２年目となります。地域に残る
歴史遺産を生かし、資料調査の
ほか、古文書を読む講座や横浜
開港資料館の主任調査研究員・
西川武臣さんの講演会などを通
じ、飯沼が江戸時代から横浜と
強く結びつきがあったことなど
を学び、地域の歴史を知る取り
組みが進められています。今
年４月から７月に開港資料館で
行われた「開港150周年特別企画
展」でも、飯沼の古文書２点が
展示されました。

わがまち魅力アップ応援事業を
紹介するコーナーです。

有料広告掲載のお問い合わせは、上田市秘書課（TEL23･5149）または株式会社日広（TEL24･1211）へ。

＜広告欄＞

阿あ

部べ

勇い
さ
む

さ
ん　
　

奥お
く

村む
ら

栄し
げ

邦く
に

さ
ん

��



そば処　倉乃
（八木沢268-3／店舗・生け垣など緑化・看板）
施主●㈱長野精工
主な設計者●㈱有事創建
主な施工者●㈱林工務店
数寄屋造りを思わせる木造の純和風造りが、文化財
の多い塩田の地に調和しています。また、店舗周囲
も効果的に緑化され、周囲の景観にとけ込むよう配
慮されています。

上田温泉ホテル祥園　別館寿久庵
（大手1-2-2／店舗改装）
施主●㈱上田温泉
主な設計者●㈱上田建装社一級建築士事務所
主な施工者●㈱上田建装社
大正時代の建物を当時の雰囲気を残しながら、周辺
の街並みに馴

な

染
じ

むように再生しています。お城や藩
主屋敷跡へ通じる路地に面し、城下町上田の落ち着
きあるたたずまいの形成に貢献しています。

　上田市都市景観賞は、優れた景観の形成に寄与する建築物、工作物、広告物などや、地域の優れた景観づ
くりに努めている団体やグループ・個人を表彰するものです。
　10月７日に行われた上田市景観審議会で、14件の応募の中から、４件が都市景観賞に選定されました。施主、
主な設計者・施工者の皆さんを、11月15日に上田文化会館で開催される「景観づくり講演会」で表彰します。

個人の部（敬称略）
最優秀賞　丸山美和子

学校の部
最優秀賞　塩田中学校

新生上田市発足３周年記念事業

上田市景観づくり講演会
　上田市は、豊かな自然環境を有し、ま
た、数多くの歴史的・文化的遺産にも恵
まれており、私たちは、この地域特有の
美しい景観の中で暮らしています。
　景観を形づくる大きな要素である私た
ちの「住まい」について、豊かな風景に調
和した建物とはどういったものか、この
講演会を通して一緒に考えてみません
か。上田市都市景観賞表彰式・上田市花
と緑のまちづくりコンクール表彰式も行
います。
日　時 　11月15日㈰午後１時30分～
場　所 　上田文化会館　
入場料 　無料
講　演 　「こんな家を建てたい」
講　師 　渡辺篤史氏（俳優、ナレーター）
※駐車場は、上田図書館隣りの総合駐車場、
合同庁舎、旧一中跡地（西寄り）をご利用
ください。駐車場は限りがありますので、
公共交通機関の利用をお願いします。
　 都市計画課　TEL23・5127

■プロフィール
1960年にテレビドラマで
デビュー後、俳優・ナレー
ターとして活躍。1989年
から続く、人気番組「渡辺
篤史の建もの探訪」では、
放送開始時からホスト役を
務め、建築への深い造

ぞう

詣
けい

を
活
い

かしたレポートぶりに定
評。
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工藤邸
（上丸子967／古民家再生住宅）
施主●工藤正美
主な設計者●㈱有事創建
主な施工者●㈱林工務店
160年の歴史を持つ蚕室土蔵造りの古民家を再生し
ました。元の建物が持っていた重厚さを生かした造
りと、建物周囲の日本庭園が、伝統的な日本家屋の
たたずまいを作り出しています。

塩田平の夢の庭
（前山264-3／庭の緑化）
施主●小沢楽邦
主な設計者●小沢楽邦
主な施工者●小沢楽邦
緑豊かな塩田平の景観にとけ込むようにバラ園な
どの庭が整備され、周囲の風景と調和するよう工夫
されています。

　 都市計画課　TEL23・5127

団体（50㎡未満）の部
最優秀賞　大畑自治会花づくり推進部
優 秀 賞　つゆ草橋通り花壇
奨 励 賞　菅平長寿会、和子区ふれ合いの会

団体（50㎡以上）の部
最優秀賞　腰越花花花の会
優 秀 賞　下郷沢自治会、下武石育成会
奨 励 賞　下本郷地区花と緑の街づくり協議会、藤原田花と緑の会
　　　　　丸子山野草クラブ 

個人の部（敬称略）
最優秀賞　丸山美和子
優 秀 賞　中島明
奨 励 賞　ヴェルデ、村田由美子、黒沢朝男

学校の部
最優秀賞　塩田中学校
優 秀 賞　菅平小中学校
奨 励 賞　第五中学校

第３回上田市花と緑のまちづくり
コンクール審査結果発表
　新市発足３周年にあたる今年は、新たに「学校の部」を加えて４部門
となり、全体では52件の応募がありました。８月28日に一次審査、９
月10日に二次審査を行い、個人を含む18団体を選定しました。

団体（50㎡未満）の部
最優秀賞　大畑自治会花づくり推進部

団体（50㎡以上）の部
最優秀賞　腰越花花花の会

　 公園緑地課　TEL23・5134

��



四
ツ
葉

ス
ケ
ッ
チ

　美ヶ原のふもと西武自治会では、わ
がまち魅力アップ応援事業の採択を受
け、スグリやきのこなどを収穫できる
「すぐりの里造り事業」に取り組んでい
ます。
　９月27日、地元で採れたスグリと地
元畜産農家でしぼった生乳を使った生
キャラメル作りを武石観光センターで
行いました。「スグリ」は小さな実が房
状に実る甘酸っぱさが特徴の果実。そ
のスグリのジャムをキャラメルに加え
ます。参加者は４・５人のグループに
分かれ、材料を入れた鍋を強火で熱し
て、甘い香りが漂う中30分ほどかきま
ぜます。熱々のキャラメルを型に流し
込み、冷やして固める間、参加者は、
それぞれ昼食や巣栗渓谷の散策、西武
自治会のチロリンの森できのこ採りな
どを楽しんでいました。
　約２時間後、冷やした生キャラメル
を切り分け、包装して完成！参加者は、
ほのかに感じるスグリのさわやかさと
濃厚なミルクの味に「おいし～」と顔を
ほころばせていました。

地
元
食
材
を
使
っ
た
生
キ
ャ
ラ
メ
ル
作
り

甘
い
香
り
に
包
ま
れ
て

真田中で管楽器交流コンサート

すばらしい演奏に感動！
　

10
月
10
日
に
真
田
中
学
校
で
、
長
・
傍
陽
・
本
原
の
各
小

学
校
管
楽
器
ク
ラ
ブ
と
真
田
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
が
相
互
交

流
の
演
奏
会
を
行
い
ま
し
た
。
真
田
地
域
で
は
こ
の
３
小
学

校
に
管
楽
器
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
５
・
６
年
生
の
児
童
な
ど
が

参
加
し
て
い
ま
す
。
各
校
と
も「
ニ
ホ
ン
ノ
ミ
カ
タ
」や「
崖が
け

の
上
の
ポ
ニ
ョ
」な
ど
、
運
動
会
の
た
め
に
練
習
を
重
ね
て

き
た
曲
目
や
、
上
小
管
楽
器
交
歓
会
に
向
け
て
毎
日
、
朝
夕

の
練
習
を
重
ね
て
い
る
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

各
小
学
校
の
演
奏
が
終
わ
っ
た
後
、
真
田
中
学
校
吹
奏
楽

部
の
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
吹
奏
楽
部
は
長
野
県

大
会
で
最
高
位
の
金
賞
を
受
賞
し
、
そ
の
中
で
も
さ
ら
に
選

ば
れ
て
東
海
大
会
に
出
場
し
た
実
力
派
。「
フ
ィ
ン
ガ
ー
フ
ァ

イ
ブ
メ
ド
レ
ー
」や「
ル
パ
ン
三
世
」な
ど
ち
ょ
っ
と
懐
か
し

く
て
テ
ン
ポ
の
よ
い
曲
を
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
ト
ー
ク
な

ど
を
交
え
な
が
ら
演
奏
す
る
と
会
場
を
埋
め
た
児
童
や
保
護

者
か
ら
は
喝か
っ

采さ
い

が
。児
童
か
ら
は「
す
ご
い
！
中
学
生
に
な
っ

た
ら
吹
奏
楽
部
に
入
り
た
い
」と
言
う
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

��



四
ツ
葉

ス
ケ
ッ
チ

　

10
月
１
日
、
手
塚
の
旧
西
塩
田
小

学
校
プ
ー
ル
跡
地
に「
上
田
市
塩
田
の

里
交
流
館（
愛
称
／
と
っ
こ
館
）」が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
塩
田
・
川
西
・
青

木
地
区
を
事
業
エ
リ
ア
と
し
て
平
成

11
年
度
か
ら
事
業
着
手
し
た
県
営
上

田
青
木
地
区
田
園
整
備
事
業
の
総
合

案
内
所
と
し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

田
園
整
備
事
業
で
は
、
農
村
地
域
全

体
を「
屋
根
の
な
い
博
物
館
」と
見
立

て
て
、
点
在
す
る
伝
統
的
な
農
業
用

施
設
な
ど
を
保
全
・
復
元
し
、
美
し

い
景
観
と
あ
わ
せ
て
地
域
の
展
示
物

（
サ
テ
ラ
イ
ト
）と
し
て
紹
介
し
ま
す
。

　

館
内
は
、
地
域
資
源
や
観
光
情
報
、
伝
統
的
文
化
な
ど
を
展
示
す

る「
情
報
の
間
」、
古
く
か
ら
言
い
伝
わ
る
昔
話
や
伝
説
を
紹
介
す
る

「
語
り
の
間
」、
地
域
の
食
材
を
利
用
し
、
食
を
通
じ
て
郷
土
文
化
に

触
れ
る「
体
験
の
間
」な
ど
が
あ
り
、
観
光
客
と
の
交
流
や
地
域
活
動

の
拠
点
と
し
て
活
用
で
き
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

施
設
の
運
営
管
理

は
、
西
塩
田
地
区
の
自

治
会
連
合
会
・
振
興
会
・

営
農
活
性
化
組
合
の
３

団
体
で
組
織
す
る
指
定

管
理
者「
コ
ア
施
設
運

営
委
員
会
」が
行
い
ま

す（
入
館
料
無
料
。
利

用
時
間
は
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
。
予
約
に
よ

り
夜
間
利
用
も
可
）。

　10月12日、丸子地域で木曽義仲史跡探訪ウオー
キングが開催されました。３日開催の木曽義仲挙兵
武者行列にあわせて実行委員会（会長／小林秀男さ
ん）が計画したもので、市内各所から定員を超える
約80人が参加し、約３㎞のコースを歩きました。
　丸子総合体育館を出発し、義仲に従い活躍した女
武将・巴

ともえ

御
ご

前
ぜん

がお歯
は

黒
ぐろ

を直したとされる「巴御前お
歯黒の池」や、義仲が戦勝祈願をしたと伝わる丸子
八景の景勝地「岩

いわ

谷
や

堂
どう

」観音、義仲軍がのどを潤した
であろう湧

わ

き水「正
しょう

海
かい

清
し

水
みず

」など、辰ノ口地区・御嶽
堂地区に散在する木曽義仲ゆかりの史跡９か所を訪
ねました。
　木曽義仲は平安時代末期の武将で、父は源義賢、
源頼朝・義経は従

い

兄
と

弟
こ

にあたります。1180年、丸
子地域御嶽堂の依田城を拠点に、平家追討の挙兵を
したとされていることから、数多くの史跡が残って
います。
　参加した皆さんは史跡にまつわる伝承を聞きなが
ら、平安時代の義仲に思いを馳

は

せていました。

上田市塩田の里交流館オープン

魅力ある田園空間を目指して

木
曽
義
仲
史
跡
探
訪
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

平
安
時
代
の
義
仲
に
思
い
を
馳
せ
る
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市政提言電話（留守録）：0268・25・2539  市政提言FAX ： 0268・23・5111  市政提言メール： mayor@city.ueda.nagano.jp
上田市ホームページURL ： http：//www.city.ueda.nagano. jp/

人口：159,871人  男：78,207人  女：81,664人  世帯数：62,030戸　外国人登録者数：4,747人  男：2,231人  女：2,516人

人の動き （平成21年10月１日現在）

広
報
う
え
だ
 N
o.87 平

成
21年
11月
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　10月10日の夕刻、仁古田公民館に、地域住民やカ
メラを持った人たちがたくさん集まってきました。こ
の日は３年に１度の仁古田の秋祭り御神楽奉納の日。
　収穫への感謝と住民の娯楽であった御神楽は、古く
は室町時代に伊勢皇太神宮の信仰とともに日本各地に
伝えられました。この地に伝えられた御神楽は、江戸
中期からいくつかの演目が組み込まれ、現在の９種目
になったとのこと。優雅ながらも勇壮な演目構成は、
近隣の伝承地域では類を見ないと言われています。
　１種目ごとに師匠がつき、厳しい稽

けい

古
こ

を経て本番を
迎えます。小学２年生から69歳までの約40人が、太
鼓や笛に合わせて獅

し

子
し

舞や踊りを奉納。親子三代で同
じ種目を舞った子もいました。「大人はともかく、子
どもはその年該当する年齢の男子が舞うため大変なん
です。遊びたい年ごろなのによく頑張ってくれました」
と保存会会長の齋藤利男さん。
　仁古田では当時の青年団を中心に早くから奉楽団を
結成しましたが、徐々に人員が不足しがちになり、昭
和39年に区で保存会をつくり今日まで伝承してきま
した。「今年は、仁古田出身で岡自治会在住の女性も
加わってくれました。３年後にはもっとたくさんの皆
さんに見てもらえるといいですね」。

仁古田の御神楽
提供／仁古田神

か

楽
ぐら

保存会

し
き
お
り
お
り
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